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サ
イ
ク
ル
の
手
法
が
あ
り
、
こ
れ
を
効
果
的
に
繰
り
返
す
こ
と

に
よ
っ
て
課
題
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
で
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
（
計

画
）
・
Ｄ
ｏ
（
実
行
）
・
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ 

（
評
価
）
・
Ａ
ｃ
ｔ
（
改
善
）

が
あ
る
。  

具
体
的
に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
、
地
域
ケ
ア
会
議
、
医
療
と
介

護
の
連
携
、
生
活
支
援
と
高
齢
者
の
社
会
参
加
な
ど
で
あ
る
。

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、
こ
の
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
に
あ

る
生
活
支
援

・
介
護
予
防
が
我
々
地
域
住
民
の
守
備
範
囲
に

な
る
。
配
食

・
見
守
り
・
交
通
ア
ク
セ
ス
・
ゴ
ミ
出
し
・
庭
木

の
剪
定
等
の
支
援
な
ど
に
加
え
、
元
気
な
高
齢
者
が
積
極
的

に
社
会
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
生
き
が
い
を
見
つ
け
、
介
護
予

防

（
認
知
症
な
ど
）
に
も
つ
な
げ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
茎

崎
地
区
で
は
、
つ
く
ば
市
社
会
福
祉
協
議
会
南
支
所
が
第
二

層
協
議
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
茎
崎
圏
域
版
社

会
資
源
集
を
完
成
さ
せ
コ
ア
メ
ン
バ
ー
な
ど
に
よ
る
事
前
協
議

を
踏
ま
え
て
「
地
域
支
え
あ
い
会
議
」
を
続
け
て
お
り
、
社

会
資
源
集
を
活
用
し
て
情
報
の
交
換
を
進
め
て
共
通
の
課
題

に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

令
和
４
年
度
茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
及
び

　
　
　
　
つ
く
ば
市
区
会
連
合
会
総
会
報
告

茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
副
会
長
　
倉
本
　
茂
樹

※
「
令
和
４
年
度
茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
（
40
区
会)

総
会
」

　
４
月
21
日
㈭
午
後
、
茎
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
例
年
は
、
五
十
嵐
つ
く
ば
市
長
の
ご
臨
席
を
得
て
、
親
し
く
ご
挨

拶
頂
く
の
で
す
が
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
の
挨
拶
文
が
寄
せ
ら
れ
、
陪
席
の
市
民
部
荒

澤
市
民
活
動
課
長
の
代
読
に
よ
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　
年
度
ご
挨
拶
（
抄
）　
　
つ
く
ば
市
長
　
五
十
嵐
　
立
青

　
区
長
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
つ
く
ば
市
政
運
営
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
皆
さ
ま
に

直
接
お
会
い
し
て
ご
挨
拶
し
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
文
書
の
形
で
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
、
社
会
全
体
に
大
き
な
影

響
を
与
え
続
け
る
中
、
区
長
の
皆
さ
ま
の
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
り
地
域
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

様
々
な
制
約
が
伴
う
中
、
つ
く
ば
市
で
は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

包
摂
の
精
神
の
も
と
、
市
民
生
活
と
地
域
経
済
を
守
る
た
め
の
取
組

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
令
和
４
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
引
き
続
き
、
自
宅
療
養

者
に
対
す
る
物
資
支
援
や
市
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
ほ
か
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
や
経
営
支
援
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置
な
ど
支
援
策
等
を
通
し

て
、
市
民
の
安
心
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
さ
て
、
今
つ
く
ば
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性
者

数
が
高
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
ご
心
配
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
私
も
随
時
、
感
染
症
の

専
門
医
や
市
内
の
医
療
関
係
者
と
話
を
し
て
い
ま
す
が
、
第
６
波
で
市

内
の
感
染
者
数
が
多
い
要
因
と
し
て
は
、
「
他
自
治
体
に
比
べ
て
医
療

機
関
が
多
い
た
め
検
査
が
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
」
、
「
こ
ど
も
の

割
合
が
多
い
人
口
構
成
の
た
め
、
こ
ど
も
の
感
染
が
起
点
と
な
り
家
庭

　
茎
崎
庁
舎
跡
地
利
活
用
に
関
す
る
地
元

　
　
説
明
会
及
び
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
会
長
　
小
原
　
正
彦

※
茎
崎
庁
舎
跡
地
利
活
用
説
明
会

　
６
月
10
日
㈮
及
び
11
日
㈯
に
茎
崎
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
都
市
計
画
部
公
有
地
利
活
用
推
進
課
に
よ
る
説
明
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
以
来
、
数
回
に
亘
る
当
区
会
連
合
会
か
ら

の
要
望
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
庁
舎
跡
地
約
２
、
７
０
０
㎡
に 

１
、
０
０
０
㎡
程
度
規
模
の
小
売
店
（
食
料
品
、
日
用
品
）
が
、

令
和
５
年
６
月
頃
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。
併
せ
て
茎
崎

保
健
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
そ
の
利
用
が
拡
大

し
ま
す
。

※
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

５
月
14
日
㈯
谷
田
部
地
区
か
ら
始
ま
っ
た
五
十
嵐
市
長

と
市
民
が
語
ら
う
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
茎
崎
地

区
に
お
い
て
は
、
６
月
18
日
㈯
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
、
市
長
か
ら
ス
ラ
イ
ド
を
用
い

た 

①
徹
底
し
た
行
政
改
革 

②
安
心

子
育
て 

③
頼
れ
る
福
祉 

④
便
利
な

イ
ン
フ
ラ 

⑤
活
気
あ
る
地
域 

⑥
誇

れ
る
ま
ち
を
柱
と
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

等
市
政
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
そ

の
後
出
席
の
茎
崎
地
区
住
民

（
約
30

名
）
と
市
長
と
の
意
見
交
換
が
活
発

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
要
望
の
中
に
は
、
茎
崎
相
談
セ
ン

タ
ー

（
０
２
９
・
８
８
３
・
１
３
８
４
）
マ

タ
ー
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
解
決
に
は

同
セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
望
ま
れ
ま
す
。

内
で
感
染
が
拡
が
る
こ
と
。
」
と
い
う
の
が
お
お
よ
そ
の
共
通
し
た
見
解

で
す
。
そ
し
て
、
「
重
症
化
は
少
な
い
の
で
医
療
負
荷
は
第
５
波
の
よ
う

な
状
況
で
は
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。
今
後
、
飲

み
薬
が
普
及
す
る
こ
と
で
、
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
近
い
扱
い
に
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
予
見
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
市
と
し
て
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
別
添
の
「
つ
く
ば
市
令
和
４
年
度
予
算
主
な
取
組
」
に
も
あ

る
よ
う
に
、
科
学
技
術
都
市

・
つ
く
ば
の
強
み
を
い
か
し
て
地
域
課
題

の
克
服
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
事
業
や
、
周
辺
市
街
地

活
性
化
事
業
な
ど
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
令
和
４
年
度
も
、
市
民

を
は
じ
め
多
く
の
関
係
機
関
等
と
の
つ
な
が
り
を
力
に
、「
と
も
に
創
る
」

市
政
を
前
進
さ
せ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
か
ら
引
き
続
き
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
結
び
に
、
区
長
の
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
総
会
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
議
案
の 

①
令
和
３
年
度
事
業
報
告

・
収
支
決
算
報
告

・
会
計
監
査

報
告 

②
区
会
役
員
選
出 

③
令
和
４
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

案

（
約
１
５
６
万
円
）
の
３
議
案
と
も
満
場
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
役
員
の
選
出
に
つ
い
て
は
、
会
長
に
小
原
正
彦
氏

（
高
見

原
三
丁
目
）
、
副
会
長
に
倉
本
茂
樹
（
森
の
里
）
・
宮
澤
正
氏
（
宝
陽
台
）
、

会
計
に
大
山
純
一
氏

（
高
見
原
二
丁
目
）
、
監
事
に
久
松
雅
彦
氏

（
六

斗
）
垣
本
泉
氏

（
梅
ケ
丘
）
が
選
出
さ
れ
、
会
長
か
ら
顧
問
に
稲
川

誠
一
氏

（
あ
し
び
野
）
・
中
嶋
修
氏

（
小
茎
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
区
会
活
動
方
針
と
し
て 

①
く
き
ざ
き
夢
ま
つ
り
へ
の
協
賛 

②
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
へ
の
協
力 

③
青
少
年
を
育
て
る
つ
く
ば
市

民
の
会
茎
崎
支
部
へ
の
協
力 

④
谷
田
川
流
域
葦
焼
き
連
絡
協
議
会
活

動
へ
の
協
力 

⑤
各
団
体
の
協
賛
金
等
徴
収
活
動
へ
の
応
援
協
力
が
挙
げ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

シ
ニ
ア
の
生
き
方
紹
介
シ
リ
ー
ズ
⑩

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
魅
せ
ら
れ
て

森
の
里
　
　
　
渡
部
　
喜
美
子

　
友
人
か
ら
勧
め
ら
れ
て
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
お
教

室
に
通
い
始
め
て
数
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
初
め
の
う
ち

は
、「
自
分
の
好
き
な
ネ
ッ
ク
レ
ス
が
作
れ
る
と
良
い
か
な
」

程
度
の
想
い
で
教
室
に
通
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ビ
ー
ズ
の

色
や
形
に
魅
せ
ら
れ
て
、
色
々
な
形
や
色
の
作
品
が
増

え
て
、
自
分
で
は
使
わ
な
い
か
な
と
思
う
も
の
ま
で
、
作
製

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ビ
ー
ズ
は
色
が
き
れ
い
で
、
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
て
毎
日
み

て
い
て
も
飽
き
ま
せ
ん
。
例
年
行
わ
れ
て
い
る
森
の
里
の
文

化
祭
に
作
品
を
出
展
し
て
、
皆
様
に
見
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
初
め
は
作
品
の
数
が
少
な
く
て
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー

ブ
ル
一
つ
埋
め
る
の
が
や
っ
と
で
し
た
が
、
今
で
は
テ
ー
ブ

ル
を
三
台
使
用
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
ご
覧
下
さ
っ

た
方
か
ら
、
作
品
を
譲
っ
て
貰
え
な
い
か
と
の
声
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
励
み
に
今
後
と
も
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

続
け
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

　
新
年
度
が
始
ま
っ
て
３
カ
月
、
新
し
く
就
任
さ
れ
た
お

二
人
の
区
長
さ
ん
か
ら
、
想
い
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

４
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り

ま
し
た
が
、
油
断
す
る
こ
と
な
く
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
子
）

＜茎崎庁舎跡地＞＜説明中の市長＞

＜製作中の筆者＞

＜文化祭展示作品＞
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借
り
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、
支
え
合
っ
て
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
場
合
に
は
、
町
内
会
の
存
在
が
生

き
て
き
ま
す
。
町
内
会
への
入
会
を
お
願
い
す
る
と
、
町
内
会
に

入
る
メ
リ
ッ
ト
は
な
ん
で
す
か
？
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
そ
う
い

う
時
、
私
は
い
つ
も
、
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
時
は
、
隣

近
所
で
助
け
合
い
が
必
要
に
な
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
四
丁
目
区
町
内
会
で
は
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
地
域
の
防
犯
・
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や
、
地
域
住
民
の
交

流
を
目
的
と
し
て
、
夏
祭
り
や
ふ
れ
あ
い
の
集
い
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
５
月
に
は
、
四
丁
目
会
館
の

芝
生
の
庭
を
利
用
し
、
初
め
て
四
丁
目
カ
フ
ェ
（コ
ー
ヒ
ー
、
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
を
無
料
提
供
）
を
毎
週
土
曜
日
合
計
４
回
実
施
し
、
延

べ
約
１
０
０
名
の
住
民
の
方
が
来
店
し
て
く
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ
て
い
る
中
、
今
回
の
四
丁
目
カ
フ
ェ

を
通
し
て
、
地
域
住
民
の
方
々
の
交
流
の
場
は
、
や
っ
ぱ
り
必
要

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
地
域
住
民
の
方
に
楽
し
ん
で

頂
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
四
丁
目
区
町
内
会
で
は
、
地
域
住
民
の
方
々
の
高
齢
化

が
進
み
、
町
内
会
の
役
員
、
班
長
が
で
き
な
い
と
、
退
会
す
る

方
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
流
れ
は
今
後
も
続
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
町
内
会
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
是

非
、
新
し
く
住
民
と
な
ら
れ
た
方
に
は
、
町
内
会
に
入
会
し
一

緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
、

町
内
会
活
動
への
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

令
和
４
年
度
第
１
回
区
長
会
議
の
開
催

茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
副
会
長
　
宮
澤
　
正

去
る
６
月
４
日
㈯
茎
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
の
大
会
議
室
に
お

い
て
、
令
和
４
年
度
第
１
回
区
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

※
「�

令
和
４
年
度
つ
く
ば
市
区
会
連
合
会
（
６
０
３
区
会
）

総
会
」

　
５
月
20
日
㈮
市
役
所
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に

先
立
ち
、
ご
臨
席
の
五
十
嵐
市
長
か
ら
、
夏
場
に
向
け
て
の

専
門
家
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
見
通
し
と
市
政
へ
の
取

組
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
総
会
は
、
①
令
和
３
年
度

事
業
報
告 

②
令
和
３
年
度
収
支
決
算
報
告

・
監
査
報
告
③

役
員
の
改
選 

④
令
和
４
年
度
事
業
計
画 

⑤
令
和
４
年
度
収

支
予
算

（
約
１
億
２
千
百
万
円
）
⑥
会
則
の
一
部
改
正
が
審

議
さ
れ
、
事
務
局
原
案
通
り
可
決

・
成
立
し
ま
し
た
。

　
役
員
と
し
て
連
合
会
会
長
は
、
谷
田
部
地
区
連
合
会
会
長

の
飯
田
哲
雄
氏
、
副
会
長
に
他
地
区
連
合
会
会
長
４
名
の
他
、

小
原
正
彦
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
飯
田
会
長
は
、

茨
城
県
自
治
会
連
合
会
会
長
も
兼
務
し
ま
す
。 

区
長
就
任
に
あ
た
り

池
向
区
長
　
山
下
　
輝
雄

　
社
会
活
動
へ
の
参
加

・
協
力
、
そ
し
て
自
治
会
活
動
に
興
味

と
関
心
を
持
ち
、
本
年
４
月
か
ら
区
長
を
引
き
受
け
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
右
も
左
も
分
か
ら
ず
引
き
受
け
た
の
で
す
が
、

周
囲
の
協
力
を
得
て
船
出
す
る
事
が
出
来
、
ひ
と
安
心
し
て

今
年
度
も
当
茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
は
約
７
割
が
交
代
し

た
新
人
区
長
の
た
め
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
が

急
務
と
判
断
し
、
市
民
活
動
課
や
茎
崎
相
談
セ
ン
タ
ー
及

び
社
会
福
祉
協
議
会
等
行
政
職
員
の
出
席
を
お
願
い
し
て

情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

最
初
に
小
原
区
会
連
合
会
会
長
か
ら
、
今
回
の
情
報
交

換
会
開
催
の
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
議
題
は
予
め
想

定
さ
れ
る
悩
み
ご
と
を
レ
ジ
メ
で
提
示
し
、
項
目
毎
に
問
題

点
や
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
討
議
し
、
必
要
に
応
じ
て
行
政

職
員
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。
特
に
「
区
費

・
募
金
等

の
徴
収
」
に
係
る
テ
ー
マ
で
は
、
自
治
会
費
や
寄
付

・
募
金

の
額
及
び
区
会
へ
の
入
会
金
や
消
防
協
力
金
等
の
有
無
は
区

会
ご
と
に
異
な
り
ま
す
が
、
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
は
自
治
会

加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
問
わ
れ
、
入
会
拒
否
や
退
会
要
望
が

多
く
の
区
会
の
問
題
点
と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
空
き
家
、
空
き
地
」
問
題
に
つ
い
て
も
、
適
正

管
理
さ
れ
て
い
な
い
家
主
、
地
主
と
の
連
絡
が
取
れ
ず
、
役

所
に
問
い
合
わ
せ
て
も
な
か
な
か
教
え
て
貰
え
な
い
等
の
問

題
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
他
に
自
治
会
役
員
の
後
継
者
問

題
等
、
時
間
の
関
係
で
討
議
出
来
な
か
っ
た
事
項
に
つ
い
て

は
、
司
会
か
ら
項
目
と
内
容
が
紹
介
さ
れ
、
今
後
も
こ
の
種

の
意
見
交
換
会
を
継
続
的
に
実
施
す
る
事
と
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
最
後
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
紹
介
及
び
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

①
茎
崎
第
二
小
学
校
有
料
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
状
況

②
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
特
区
に
宝
陽
台
地
区
が
選
定

③ 

６
号
国
道
「
牛
久

・
土
浦
バ
イ
パ
ス
」
工
事
の
資
料
配
付

と
現
状
説
明

④ 

第
二
層
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
体
に
よ
る
「
茎
崎
圏

域
版
社
会
資
源
集
」
冊
子
の
完
成

⑤ 

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
新
防
災
行
政
無
線
が
茎
崎
７
地
区

い
る
こ
の
頃
で
す
。

　
今
回
　
新
た
な
仕
事
を
頂
き
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
お
り
ま
す
。
今
日
の
私
が
あ
る
の
も
偏
に
自
治
会
の
先

輩
方
々
の
努
力
と
、
ご
指
導
や
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
振
り
返
れ
ば
44
年
前
の
１
９
７
８
年
に
自
治
会
が
発
足
し
、

集
会
所
建
設
か
ら
38
年
に
な
り
ま
す
が
、
昨
日
の
出
来
事

の
様
に
思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
ス
タ
ー
ト
当
時
は
慌
た
だ
し

い
日
々
で
し
た
が
、
お
祭
り
・
子
供
会
の
海
水
浴
・
盆
踊
り

な
ど
楽
し
い
思
い
出
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
最
近
自
治
会
内
で

は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
ご
家
族
６
人
が
自
治
会
に
入
会
さ

れ
、
近
隣
住
民
の
方
々
と
翻
訳
機
を
通
じ
て
会
話
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
年
配
の
方
々
が
最
近
新
し
く
出

来
た
道
路
の
歩
道
を
利
用
し
て
散
歩
さ
れ
て
い
る
風
景
も
見

か
け
ま
す
。

　
来
た
る
、
高
齢
化
社
会
に
つ
い
て
考
え
て
見
る
と
、
総
人

口
が
減
少
す
る
中
で
65
歳
以
上
の
割
合
が
増
加
し
て
お
り

２
０
３
８
年

（
令
和
20
年
）
ま
で
に
33

・
３
％
の
割
合
で
上

昇
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
は
、
約
2.6
人
に
１
人

が
65
歳
以
上
、
約
3.9
人
に
１
人
が
75
歳
以
上
と
い
う
計
算

に
な
り
、
ま
す
ま
す
超
高
齢
社
会
が
進
行
す
る
状
況
と
な

り
ま
す
。

　
高
齢
社
会
の
問
題
点
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
や
体

制
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
問
題
が
露
呈
し
て
き
て
い
ま
す
。

〇
医
療
や
福
祉
の
あ
り
方 
〇
介
護
で
き
る
者
が
い
な
い 

〇

あ
る
い
は
老
い
た
人
が
老
い
た
人
の
介
護
を
す
る
「
老
々
介

護
」 

が
さ
ら
に
増
え
る
と
い
う
点
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
医
療

・
介
護
等
の
社
会
保
障
に
関
す
る
負
担
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
る
中
で
自
治
会
で
の
活
動
の
在
り
方
を
再
検

討
す
る
事
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
へ
の
負
担
増

を
ど
の
様
な
形
で
軽
減
し
、
持
続
可
能
な
自
治
会
制
度
を

で
12
月
１
日
㈭
に
運
用
開
始

⑥ 

 10
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
回
収
が
月
２
回
か
ら

４
回
に
改
善

以
上
の
よ
う
に
、
令
和
４
年
度
第
１
回
の
区
長
会
議

は
多
勢
の
区
長
参
加
と
行
政
職
員
及
び
高
野
市
議
会
議

員
の
ご
臨
席
を
頂
き
、
有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
　
～
あ
な
た
の
力
　
あ
な
た
の
心
　
支
え
合
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
き
ざ
き
～

顧
問
　
稲
川
　
誠
一

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

つ
く
ば
市
は
、
２
０
２
５
年

（
令
和
７
年
）
を
目
途
に
、

高
齢
者
の
自
立
生
活
の
支
援
の
目
的
の
も
と
で
、
可
能

な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
地
域
の
包
括
的
な
支
援

・
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
体
制

（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
の
構
築
に
向

け
推
進
し
て
い
ま
す
。
整
備
事
業
の
目
的
を
果
た
す
た

め
に
考
え
ら
れ
た
の
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
（
以

下
「
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
）
で
あ
る
。
厚
労
省
が
主
体
と
な
っ

て
進
め
て
い
る
事
業
で
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

実
現
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
、
社
会
保
障
制
度
の
基
本

的
な
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
現
状
を
維
持

す
る
た
め
に
は
各
自
治
会
内
で
の
対
応
と
し
て
、
近
隣

住
民
の
方
々
の
協
力

（
自
助

・
共
助
）
の
精
神
の
啓
蒙

活
動
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
微
力
な

が
ら
、
自
治
会
内
の
会
員
一
同
で
お
互
い
に
助
け
合
い
、

協
力
し
あ
え
る
環
境
が
出
来
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
無
事
故

・
無
災
害
を
目
指
し
、
住
民
か
ら
信

頼
と
親
睦

・
交
流
関
係
の
持
て
る
自
治
会
活
動
を
目
指

し
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
よ
り
一
層
の

ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

区
長
と
し
て
思
っ
て
い
る
こ
と

　
　
高
見
原
四
丁
目
区
長
　
橋
本
　
幸
雄

　
町
内
会
は
、
本
当
に
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
皆
さ
ん
だ
っ
た
ら
、
こ
の
問
い
に
ど
う
答
え
ま
す
か
？

　
私
は
、町
内
会
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
理
由
は
、

人
は
み
ん
な
で
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
る
か
ら
で
す
。
昔
か

ら
、
集
落
、
部
落
と
い
う
よ
う
に
、
人
は
固
ま
っ
て
生
活

し
助
け
合
っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。

　
今
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
さ

れ
、
何
不
自
由
な
く
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

隣
近
所
と
関
わ
り
を
持
た
な
く
て
も
生
活
が
で
き
て
し
ま
っ

て
い
る
た
め
、
町
内
会
へ
加
入
し
な
い
方
も
増
え
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
？
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
が
止
ま
っ
た
ら
、
こ
れ
ま
で
の

便
利
な
生
活
が
一
変
し
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
ら
、
み
ん
な

が
助
け
合
い
、
炊
き
出
し
を
し
た
り
、
色
々
な
物
を
貸
し

＜茎崎地区総会＞

＜つくば市総会＞

＜意見交換会風景＞
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借
り
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、
支
え
合
っ
て
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
場
合
に
は
、
町
内
会
の
存
在
が
生

き
て
き
ま
す
。
町
内
会
への
入
会
を
お
願
い
す
る
と
、
町
内
会
に

入
る
メ
リ
ッ
ト
は
な
ん
で
す
か
？
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
そ
う
い

う
時
、
私
は
い
つ
も
、
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
時
は
、
隣

近
所
で
助
け
合
い
が
必
要
に
な
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
四
丁
目
区
町
内
会
で
は
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
地
域
の
防
犯
・
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や
、
地
域
住
民
の
交

流
を
目
的
と
し
て
、
夏
祭
り
や
ふ
れ
あ
い
の
集
い
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
５
月
に
は
、
四
丁
目
会
館
の

芝
生
の
庭
を
利
用
し
、
初
め
て
四
丁
目
カ
フ
ェ
（コ
ー
ヒ
ー
、
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
を
無
料
提
供
）
を
毎
週
土
曜
日
合
計
４
回
実
施
し
、
延

べ
約
１
０
０
名
の
住
民
の
方
が
来
店
し
て
く
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ
て
い
る
中
、
今
回
の
四
丁
目
カ
フ
ェ

を
通
し
て
、
地
域
住
民
の
方
々
の
交
流
の
場
は
、
や
っ
ぱ
り
必
要

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
地
域
住
民
の
方
に
楽
し
ん
で

頂
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
四
丁
目
区
町
内
会
で
は
、
地
域
住
民
の
方
々
の
高
齢
化

が
進
み
、
町
内
会
の
役
員
、
班
長
が
で
き
な
い
と
、
退
会
す
る

方
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
流
れ
は
今
後
も
続
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
町
内
会
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
是

非
、
新
し
く
住
民
と
な
ら
れ
た
方
に
は
、
町
内
会
に
入
会
し
一

緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
、

町
内
会
活
動
への
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

令
和
４
年
度
第
１
回
区
長
会
議
の
開
催

茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
副
会
長
　
宮
澤
　
正

去
る
６
月
４
日
㈯
茎
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
の
大
会
議
室
に
お

い
て
、
令
和
４
年
度
第
１
回
区
長
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

※
「�

令
和
４
年
度
つ
く
ば
市
区
会
連
合
会
（
６
０
３
区
会
）

総
会
」

　
５
月
20
日
㈮
市
役
所
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に

先
立
ち
、
ご
臨
席
の
五
十
嵐
市
長
か
ら
、
夏
場
に
向
け
て
の

専
門
家
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
見
通
し
と
市
政
へ
の
取

組
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
総
会
は
、
①
令
和
３
年
度

事
業
報
告 

②
令
和
３
年
度
収
支
決
算
報
告

・
監
査
報
告
③

役
員
の
改
選 

④
令
和
４
年
度
事
業
計
画 

⑤
令
和
４
年
度
収

支
予
算

（
約
１
億
２
千
百
万
円
）
⑥
会
則
の
一
部
改
正
が
審

議
さ
れ
、
事
務
局
原
案
通
り
可
決

・
成
立
し
ま
し
た
。

　
役
員
と
し
て
連
合
会
会
長
は
、
谷
田
部
地
区
連
合
会
会
長

の
飯
田
哲
雄
氏
、
副
会
長
に
他
地
区
連
合
会
会
長
４
名
の
他
、

小
原
正
彦
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
飯
田
会
長
は
、

茨
城
県
自
治
会
連
合
会
会
長
も
兼
務
し
ま
す
。 

区
長
就
任
に
あ
た
り

池
向
区
長
　
山
下
　
輝
雄

　
社
会
活
動
へ
の
参
加

・
協
力
、
そ
し
て
自
治
会
活
動
に
興
味

と
関
心
を
持
ち
、
本
年
４
月
か
ら
区
長
を
引
き
受
け
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
右
も
左
も
分
か
ら
ず
引
き
受
け
た
の
で
す
が
、

周
囲
の
協
力
を
得
て
船
出
す
る
事
が
出
来
、
ひ
と
安
心
し
て

今
年
度
も
当
茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
は
約
７
割
が
交
代
し

た
新
人
区
長
の
た
め
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
が

急
務
と
判
断
し
、
市
民
活
動
課
や
茎
崎
相
談
セ
ン
タ
ー
及

び
社
会
福
祉
協
議
会
等
行
政
職
員
の
出
席
を
お
願
い
し
て

情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

最
初
に
小
原
区
会
連
合
会
会
長
か
ら
、
今
回
の
情
報
交

換
会
開
催
の
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
議
題
は
予
め
想

定
さ
れ
る
悩
み
ご
と
を
レ
ジ
メ
で
提
示
し
、
項
目
毎
に
問
題

点
や
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
討
議
し
、
必
要
に
応
じ
て
行
政

職
員
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。
特
に
「
区
費

・
募
金
等

の
徴
収
」
に
係
る
テ
ー
マ
で
は
、
自
治
会
費
や
寄
付

・
募
金

の
額
及
び
区
会
へ
の
入
会
金
や
消
防
協
力
金
等
の
有
無
は
区

会
ご
と
に
異
な
り
ま
す
が
、
そ
の
徴
収
に
つ
い
て
は
自
治
会

加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
問
わ
れ
、
入
会
拒
否
や
退
会
要
望
が

多
く
の
区
会
の
問
題
点
と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
空
き
家
、
空
き
地
」
問
題
に
つ
い
て
も
、
適
正

管
理
さ
れ
て
い
な
い
家
主
、
地
主
と
の
連
絡
が
取
れ
ず
、
役

所
に
問
い
合
わ
せ
て
も
な
か
な
か
教
え
て
貰
え
な
い
等
の
問

題
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
他
に
自
治
会
役
員
の
後
継
者
問

題
等
、
時
間
の
関
係
で
討
議
出
来
な
か
っ
た
事
項
に
つ
い
て

は
、
司
会
か
ら
項
目
と
内
容
が
紹
介
さ
れ
、
今
後
も
こ
の
種

の
意
見
交
換
会
を
継
続
的
に
実
施
す
る
事
と
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
最
後
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
紹
介
及
び
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

①
茎
崎
第
二
小
学
校
有
料
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
状
況

②
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
特
区
に
宝
陽
台
地
区
が
選
定

③ 

６
号
国
道
「
牛
久

・
土
浦
バ
イ
パ
ス
」
工
事
の
資
料
配
付

と
現
状
説
明

④ 

第
二
層
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
体
に
よ
る
「
茎
崎
圏

域
版
社
会
資
源
集
」
冊
子
の
完
成

⑤ 

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
新
防
災
行
政
無
線
が
茎
崎
７
地
区

い
る
こ
の
頃
で
す
。

　
今
回
　
新
た
な
仕
事
を
頂
き
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
お
り
ま
す
。
今
日
の
私
が
あ
る
の
も
偏
に
自
治
会
の
先

輩
方
々
の
努
力
と
、
ご
指
導
や
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
振
り
返
れ
ば
44
年
前
の
１
９
７
８
年
に
自
治
会
が
発
足
し
、

集
会
所
建
設
か
ら
38
年
に
な
り
ま
す
が
、
昨
日
の
出
来
事

の
様
に
思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
ス
タ
ー
ト
当
時
は
慌
た
だ
し

い
日
々
で
し
た
が
、
お
祭
り
・
子
供
会
の
海
水
浴
・
盆
踊
り

な
ど
楽
し
い
思
い
出
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
最
近
自
治
会
内
で

は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
ご
家
族
６
人
が
自
治
会
に
入
会
さ

れ
、
近
隣
住
民
の
方
々
と
翻
訳
機
を
通
じ
て
会
話
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
年
配
の
方
々
が
最
近
新
し
く
出

来
た
道
路
の
歩
道
を
利
用
し
て
散
歩
さ
れ
て
い
る
風
景
も
見

か
け
ま
す
。

　
来
た
る
、
高
齢
化
社
会
に
つ
い
て
考
え
て
見
る
と
、
総
人

口
が
減
少
す
る
中
で
65
歳
以
上
の
割
合
が
増
加
し
て
お
り

２
０
３
８
年

（
令
和
20
年
）
ま
で
に
33

・
３
％
の
割
合
で
上

昇
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
は
、
約
2.6
人
に
１
人

が
65
歳
以
上
、
約
3.9
人
に
１
人
が
75
歳
以
上
と
い
う
計
算

に
な
り
、
ま
す
ま
す
超
高
齢
社
会
が
進
行
す
る
状
況
と
な

り
ま
す
。

　
高
齢
社
会
の
問
題
点
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
や
体

制
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
問
題
が
露
呈
し
て
き
て
い
ま
す
。

〇
医
療
や
福
祉
の
あ
り
方 

〇
介
護
で
き
る
者
が
い
な
い 

〇

あ
る
い
は
老
い
た
人
が
老
い
た
人
の
介
護
を
す
る
「
老
々
介

護
」 

が
さ
ら
に
増
え
る
と
い
う
点
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
医
療

・
介
護
等
の
社
会
保
障
に
関
す
る
負
担
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
る
中
で
自
治
会
で
の
活
動
の
在
り
方
を
再
検

討
す
る
事
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
へ
の
負
担
増

を
ど
の
様
な
形
で
軽
減
し
、
持
続
可
能
な
自
治
会
制
度
を

で
12
月
１
日
㈭
に
運
用
開
始

⑥ 

 10
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
回
収
が
月
２
回
か
ら

４
回
に
改
善

以
上
の
よ
う
に
、
令
和
４
年
度
第
１
回
の
区
長
会
議

は
多
勢
の
区
長
参
加
と
行
政
職
員
及
び
高
野
市
議
会
議

員
の
ご
臨
席
を
頂
き
、
有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
　
～
あ
な
た
の
力
　
あ
な
た
の
心
　
支
え
合
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
き
ざ
き
～

顧
問
　
稲
川
　
誠
一

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

つ
く
ば
市
は
、
２
０
２
５
年

（
令
和
７
年
）
を
目
途
に
、

高
齢
者
の
自
立
生
活
の
支
援
の
目
的
の
も
と
で
、
可
能

な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
地
域
の
包
括
的
な
支
援

・
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
体
制

（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
の
構
築
に
向

け
推
進
し
て
い
ま
す
。
整
備
事
業
の
目
的
を
果
た
す
た

め
に
考
え
ら
れ
た
の
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
（
以

下
「
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
）
で
あ
る
。
厚
労
省
が
主
体
と
な
っ

て
進
め
て
い
る
事
業
で
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

実
現
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
、
社
会
保
障
制
度
の
基
本

的
な
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
現
状
を
維
持

す
る
た
め
に
は
各
自
治
会
内
で
の
対
応
と
し
て
、
近
隣

住
民
の
方
々
の
協
力

（
自
助

・
共
助
）
の
精
神
の
啓
蒙

活
動
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
微
力
な

が
ら
、
自
治
会
内
の
会
員
一
同
で
お
互
い
に
助
け
合
い
、

協
力
し
あ
え
る
環
境
が
出
来
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
無
事
故

・
無
災
害
を
目
指
し
、
住
民
か
ら
信

頼
と
親
睦

・
交
流
関
係
の
持
て
る
自
治
会
活
動
を
目
指

し
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
よ
り
一
層
の

ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

区
長
と
し
て
思
っ
て
い
る
こ
と

　
　
高
見
原
四
丁
目
区
長
　
橋
本
　
幸
雄

　
町
内
会
は
、
本
当
に
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
皆
さ
ん
だ
っ
た
ら
、
こ
の
問
い
に
ど
う
答
え
ま
す
か
？

　
私
は
、町
内
会
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
理
由
は
、

人
は
み
ん
な
で
支
え
合
っ
て
生
き
て
い
る
か
ら
で
す
。
昔
か

ら
、
集
落
、
部
落
と
い
う
よ
う
に
、
人
は
固
ま
っ
て
生
活

し
助
け
合
っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。

　
今
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
さ

れ
、
何
不
自
由
な
く
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

隣
近
所
と
関
わ
り
を
持
た
な
く
て
も
生
活
が
で
き
て
し
ま
っ

て
い
る
た
め
、
町
内
会
へ
加
入
し
な
い
方
も
増
え
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
？
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
が
止
ま
っ
た
ら
、
こ
れ
ま
で
の

便
利
な
生
活
が
一
変
し
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
ら
、
み
ん
な

が
助
け
合
い
、
炊
き
出
し
を
し
た
り
、
色
々
な
物
を
貸
し

＜茎崎地区総会＞

＜つくば市総会＞

＜意見交換会風景＞
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サ
イ
ク
ル
の
手
法
が
あ
り
、
こ
れ
を
効
果
的
に
繰
り
返
す
こ
と

に
よ
っ
て
課
題
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
で
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
（
計

画
）
・
Ｄ
ｏ
（
実
行
）
・
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ 

（
評
価
）
・
Ａ
ｃ
ｔ
（
改
善
）

が
あ
る
。  

具
体
的
に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
、
地
域
ケ
ア
会
議
、
医
療
と
介

護
の
連
携
、
生
活
支
援
と
高
齢
者
の
社
会
参
加
な
ど
で
あ
る
。

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、
こ
の
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
に
あ

る
生
活
支
援

・
介
護
予
防
が
我
々
地
域
住
民
の
守
備
範
囲
に

な
る
。
配
食

・
見
守
り
・
交
通
ア
ク
セ
ス
・
ゴ
ミ
出
し
・
庭
木

の
剪
定
等
の
支
援
な
ど
に
加
え
、
元
気
な
高
齢
者
が
積
極
的

に
社
会
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
生
き
が
い
を
見
つ
け
、
介
護
予

防

（
認
知
症
な
ど
）
に
も
つ
な
げ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
茎

崎
地
区
で
は
、
つ
く
ば
市
社
会
福
祉
協
議
会
南
支
所
が
第
二

層
協
議
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
茎
崎
圏
域
版
社

会
資
源
集
を
完
成
さ
せ
コ
ア
メ
ン
バ
ー
な
ど
に
よ
る
事
前
協
議

を
踏
ま
え
て
「
地
域
支
え
あ
い
会
議
」
を
続
け
て
お
り
、
社

会
資
源
集
を
活
用
し
て
情
報
の
交
換
を
進
め
て
共
通
の
課
題

に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

令
和
４
年
度
茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
及
び

　
　
　
　
つ
く
ば
市
区
会
連
合
会
総
会
報
告

茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
副
会
長
　
倉
本
　
茂
樹

※
「
令
和
４
年
度
茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
（
40
区
会)

総
会
」

　
４
月
21
日
㈭
午
後
、
茎
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
例
年
は
、
五
十
嵐
つ
く
ば
市
長
の
ご
臨
席
を
得
て
、
親
し
く
ご
挨

拶
頂
く
の
で
す
が
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
の
挨
拶
文
が
寄
せ
ら
れ
、
陪
席
の
市
民
部
荒

澤
市
民
活
動
課
長
の
代
読
に
よ
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　
年
度
ご
挨
拶
（
抄
）　
　
つ
く
ば
市
長
　
五
十
嵐
　
立
青

　
区
長
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
つ
く
ば
市
政
運
営
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
皆
さ
ま
に

直
接
お
会
い
し
て
ご
挨
拶
し
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
文
書
の
形
で
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
、
社
会
全
体
に
大
き
な
影

響
を
与
え
続
け
る
中
、
区
長
の
皆
さ
ま
の
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
り
地
域
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

様
々
な
制
約
が
伴
う
中
、
つ
く
ば
市
で
は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

包
摂
の
精
神
の
も
と
、
市
民
生
活
と
地
域
経
済
を
守
る
た
め
の
取
組

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
令
和
４
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
引
き
続
き
、
自
宅
療
養

者
に
対
す
る
物
資
支
援
や
市
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
ほ
か
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
や
経
営
支
援
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
設
置
な
ど
支
援
策
等
を
通
し

て
、
市
民
の
安
心
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
さ
て
、
今
つ
く
ば
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性
者

数
が
高
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
ご
心
配
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
私
も
随
時
、
感
染
症
の

専
門
医
や
市
内
の
医
療
関
係
者
と
話
を
し
て
い
ま
す
が
、
第
６
波
で
市

内
の
感
染
者
数
が
多
い
要
因
と
し
て
は
、
「
他
自
治
体
に
比
べ
て
医
療

機
関
が
多
い
た
め
検
査
が
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
」
、
「
こ
ど
も
の

割
合
が
多
い
人
口
構
成
の
た
め
、
こ
ど
も
の
感
染
が
起
点
と
な
り
家
庭

　
茎
崎
庁
舎
跡
地
利
活
用
に
関
す
る
地
元

　
　
説
明
会
及
び
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
茎
崎
地
区
区
会
連
合
会
会
長
　
小
原
　
正
彦

※
茎
崎
庁
舎
跡
地
利
活
用
説
明
会

　
６
月
10
日
㈮
及
び
11
日
㈯
に
茎
崎
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
都
市
計
画
部
公
有
地
利
活
用
推
進
課
に
よ
る
説
明
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
以
来
、
数
回
に
亘
る
当
区
会
連
合
会
か
ら

の
要
望
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
庁
舎
跡
地
約
２
、
７
０
０
㎡
に 

１
、
０
０
０
㎡
程
度
規
模
の
小
売
店
（
食
料
品
、
日
用
品
）
が
、

令
和
５
年
６
月
頃
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。
併
せ
て
茎
崎

保
健
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
そ
の
利
用
が
拡
大

し
ま
す
。

※
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

５
月
14
日
㈯
谷
田
部
地
区
か
ら
始
ま
っ
た
五
十
嵐
市
長

と
市
民
が
語
ら
う
「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
茎
崎
地

区
に
お
い
て
は
、
６
月
18
日
㈯
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
、
市
長
か
ら
ス
ラ
イ
ド
を
用
い

た 

①
徹
底
し
た
行
政
改
革 

②
安
心

子
育
て 

③
頼
れ
る
福
祉 

④
便
利
な

イ
ン
フ
ラ 

⑤
活
気
あ
る
地
域 

⑥
誇

れ
る
ま
ち
を
柱
と
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

等
市
政
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
そ

の
後
出
席
の
茎
崎
地
区
住
民

（
約
30

名
）
と
市
長
と
の
意
見
交
換
が
活
発

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
要
望
の
中
に
は
、
茎
崎
相
談
セ
ン

タ
ー

（
０
２
９
・
８
８
３
・
１
３
８
４
）
マ

タ
ー
の
も
の
が
あ
り
、
そ
の
解
決
に
は

同
セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
望
ま
れ
ま
す
。

内
で
感
染
が
拡
が
る
こ
と
。
」
と
い
う
の
が
お
お
よ
そ
の
共
通
し
た
見
解

で
す
。
そ
し
て
、
「
重
症
化
は
少
な
い
の
で
医
療
負
荷
は
第
５
波
の
よ
う

な
状
況
で
は
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。
今
後
、
飲

み
薬
が
普
及
す
る
こ
と
で
、
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
近
い
扱
い
に
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
予
見
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
市
と
し
て
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
別
添
の
「
つ
く
ば
市
令
和
４
年
度
予
算
主
な
取
組
」
に
も
あ

る
よ
う
に
、
科
学
技
術
都
市

・
つ
く
ば
の
強
み
を
い
か
し
て
地
域
課
題

の
克
服
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
事
業
や
、
周
辺
市
街
地

活
性
化
事
業
な
ど
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
令
和
４
年
度
も
、
市
民

を
は
じ
め
多
く
の
関
係
機
関
等
と
の
つ
な
が
り
を
力
に
、「
と
も
に
創
る
」

市
政
を
前
進
さ
せ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
か
ら
引
き
続
き
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
結
び
に
、
区
長
の
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
総
会
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
議
案
の 

①
令
和
３
年
度
事
業
報
告

・
収
支
決
算
報
告

・
会
計
監
査

報
告 

②
区
会
役
員
選
出 

③
令
和
４
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

案

（
約
１
５
６
万
円
）
の
３
議
案
と
も
満
場
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
役
員
の
選
出
に
つ
い
て
は
、
会
長
に
小
原
正
彦
氏

（
高
見

原
三
丁
目
）
、
副
会
長
に
倉
本
茂
樹
（
森
の
里
）
・
宮
澤
正
氏
（
宝
陽
台
）
、

会
計
に
大
山
純
一
氏

（
高
見
原
二
丁
目
）
、
監
事
に
久
松
雅
彦
氏

（
六

斗
）
垣
本
泉
氏

（
梅
ケ
丘
）
が
選
出
さ
れ
、
会
長
か
ら
顧
問
に
稲
川

誠
一
氏

（
あ
し
び
野
）
・
中
嶋
修
氏

（
小
茎
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
区
会
活
動
方
針
と
し
て 

①
く
き
ざ
き
夢
ま
つ
り
へ
の
協
賛 

②
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
へ
の
協
力 

③
青
少
年
を
育
て
る
つ
く
ば
市

民
の
会
茎
崎
支
部
へ
の
協
力 

④
谷
田
川
流
域
葦
焼
き
連
絡
協
議
会
活

動
へ
の
協
力 

⑤
各
団
体
の
協
賛
金
等
徴
収
活
動
へ
の
応
援
協
力
が
挙
げ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

シ
ニ
ア
の
生
き
方
紹
介
シ
リ
ー
ズ
⑩

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
魅
せ
ら
れ
て

森
の
里
　
　
　
渡
部
　
喜
美
子

　
友
人
か
ら
勧
め
ら
れ
て
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
お
教

室
に
通
い
始
め
て
数
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
初
め
の
う
ち

は
、「
自
分
の
好
き
な
ネ
ッ
ク
レ
ス
が
作
れ
る
と
良
い
か
な
」

程
度
の
想
い
で
教
室
に
通
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ビ
ー
ズ
の

色
や
形
に
魅
せ
ら
れ
て
、
色
々
な
形
や
色
の
作
品
が
増

え
て
、
自
分
で
は
使
わ
な
い
か
な
と
思
う
も
の
ま
で
、
作
製

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ビ
ー
ズ
は
色
が
き
れ
い
で
、
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
て
毎
日
み

て
い
て
も
飽
き
ま
せ
ん
。
例
年
行
わ
れ
て
い
る
森
の
里
の
文

化
祭
に
作
品
を
出
展
し
て
、
皆
様
に
見
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
初
め
は
作
品
の
数
が
少
な
く
て
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー

ブ
ル
一
つ
埋
め
る
の
が
や
っ
と
で
し
た
が
、
今
で
は
テ
ー
ブ

ル
を
三
台
使
用
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
ご
覧
下
さ
っ

た
方
か
ら
、
作
品
を
譲
っ
て
貰
え
な
い
か
と
の
声
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
励
み
に
今
後
と
も
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

続
け
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

　
新
年
度
が
始
ま
っ
て
３
カ
月
、
新
し
く
就
任
さ
れ
た
お

二
人
の
区
長
さ
ん
か
ら
、
想
い
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

４
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り

ま
し
た
が
、
油
断
す
る
こ
と
な
く
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
子
）

＜茎崎庁舎跡地＞＜説明中の市長＞

＜製作中の筆者＞

＜文化祭展示作品＞


